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1 課題の背景 と目的

図 1,表 2に作業内容と労働時間を示した。全労働

時間に占める収穫労働時間の割合はおよそ 50%で あ

る。なお,イ チゴ作における収穫・調製作業は機械利

用による効率化が難しいため,労働力が制約を受ける

場合,雇用導入や作期分散等が必要となる。二期どり

作型は収穫労働を分散させる効果が導入の経営的意義

と考えられる。

図 2は二期どり作型と低温カット作型の収穫・調製

労働時間を示したものである。低温カット作型に比
べ

て,二期どり作型の収穫労働時間が秋期に若千増加す

るが,春期に比べると,分散程度は不十分である。今

後,よ り秋期への労働分散効果を高め,本作型を経営

内に有効に位置づけるためには,秋期の収量向上に重

点的に取り組む必要がある。

4 二期どり作型の日標収量

二期どり作型の秋期目標収量を明らかにするため ,

秋期収量を変数とした損益分岐点分析を行つた。その

際、以下の条件を前提とした。第一に,表 1から家族

労働力 2名での作付面積の限度は,30aと考えられ ,

専作経営 30aで家族労働力 2名 による経営を想定し

た。第二に,日標所得は 550万 円とした。第二に,栽

培研究の知見に基づき ',最
低限春期収量を 2,000 kg

′loa確保することとした。

図 3に損益分岐点分析の結果を示した。二期どり作

型の夏秋期目標収量は 655 1 kg′ 10aと なる (全体では

2,655 1 kg/10a)。

5 残された課題

我が国のイチゴ生産は,夏秋期が端境期になってお

り,洋菓子店やホテル等の業務用に品質の高い国産品

の安定供給が強く求められている。岩手県においても

端境期の出荷を可能とする,新たな作型開発に取り組

んでいる。現在,開発中の二期どり作型は,短日処理

技術を用いて,秋期 (10月 上旬から 11月 下旬)に収

穫し,冬期の休眠期間を経て,春期 (3月 下旬から 6

月下旬)に再度収穫するものである。本稿では,二期

どり作型における経営的課題を把握し,普及のための

技術開発の目標を提示する。

2 岩手県内のイチゴ作経営者の課題意識

まず本作型の導入上の課題や利点を把握するため,

岩手県内のイチゴ生産者 11戸 に対して聴取調査を実

施した。表 1に ,そのうち典型的な 3戸を抽出して示

した。調査結果から,二期どり作型導入上の課題とし

て秋期の収量向上・安定化を指摘する経営者が多く,

技術開発上重視する必要がある。また,導入意向を示

している経営体においては,既存作型との作期・労働

分散を目的としていることがわかる。一方で,導入す

るつもりはないとする経営体においては,収穫労働を

一時に集中させるためとしている。これは,イ チゴ作

において,質的にも量的にも制約を受ける収穫労働に

対する各経営者の捉えかたの違いによる。このように,

二期どり作型の特徴である作期分散効果を重視するか

どうかが,導入するか否かの判断に影響することが考

えられる。

3 労働時間の推移
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本稿では,作期分散という視点から,二期どり作型

における夏秋期目標収量を提示した。ただし,こ こで

の目標収量は二期どり作型のみでの指標であることに

注意を要する。現実的には ,イ チゴ専作経営の中でも,

促成作型等の他の作型と組み合わせた形での導入が想

定される。そのため,異なる作型を組み合わせた最適

イし問題等については別途検討が必要である。
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本栽培
短日処理
圃場準備
定植
薬剤散布
下葉・ランナー整理

被覆処理・マルチング等
施肥灌水
収穫・調製・出荷
ハウス管理・除草

2)低温カットの育苗時間は超促成と同じとみなす

8月 1日

注 :5日 ごとの集計値であ

図2 二期とり,型と低凰カツト作型の収錮等
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●二月とり収意 田製労働嗜閾 ("1)
●■週カツト収凛 祠製労働時間 (1`)

あげるため、超促成によ
作期 労働分散を図る。

いちごは技術力を要する4
日である。他作日と被合で

経営していくと技術力が追
いつかない。そのため、専
が望ましいのでは
また、月月を入れ

2'県内先進的いちご作晨家11戸に対する籠取調査の中から選定した

・総費用十日標所得 :`,304,101円
日標収二 :“∫lLg/1い

~販 売頷 一 ― 総費用 1銅 ｀ ‐`‐‐ 予測時綸
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国3 =秋期収量を変数とした損益分岐点


